
(1) 身近な地域でスポーツを楽しめる環境整備 

４年ぶりに県障がい者スポーツ大会を開催したが、依然としてコロナ禍の影響が大きく参加

者が半減した。令和６年度は、市町村や総合型地域スポーツクラブ自ら体験会等を企画立案

し持続的に開催できるよう、サンアップルと連携して地域の拠点づくりを促進していく。 

(2) 障がい者スポーツを支える人材の育成 

県障がい者スポーツ協会による指導員養成研修を増やすなど、機会の拡大を図った。今後は、

指導員を含む競技支援者のスキルアップを図っていく。 

(3) スポーツを通じた交流機会の提供 

引き続き、パラ学、パラウェーブ広場等の事業を実施し交流機会の確保に努めていく。 

(4) 選手の発掘・育成 

引き続きみらいアスリートディレクター等を中心に、県内でチーム未編成の団体種目の支援

を行うとともに、個人競技の選手発掘を加速させていく。 

(5) 競技力の向上 

競技ごとの課題や今後の取組等の整理が十分にできていない。 

令和６年度は、一般競技団体との連携を深めながら、競技ごとに支援計画を策定し、競技力

向上を加速させていく。 

(6) 障がい者スポーツに対する理解の促進 

今年度鹿児島で行われた全国障害者スポーツ大会における本県選手団の活躍が、残念ながら

県内メディアで取り扱われなかった。令和６年度以降は、メディア等に対し、県内アスリー

トの活躍を報道するよう積極的に働きかけていく。 

     

 

 

信州やまなみ全障スポに向けた障がい者スポーツ行動推進計画について 

                                     

 障がい者支援課 

 

１ 概要 

  長野県障がい者施策推進協議会の障がい者スポーツ専門部会(平成 30年 12月設立)において、信州や

まなみ全障スポに向け、本県における障がい者スポーツの推進を図るため、令和３年３月に本行動推進

計画を定めた。 

２ 計画の概要 

 (1)「信州やまなみ全障スポの開催を契機に、スポーツや文化芸術活動等を通じた障がい者への理解を

促進し、障がいの有無や年齢・性別等に関係なく共に生きる共生社会づくりを目指す。」を計画の基

本方針とする。 

 (2) 信州やまなみ全障スポを契機としたスポーツ振興を目指し、計画期間を「拡大期」(R3～R4)、「育

成期」(R5～R6)、「躍進期」、(R7～R9)「発展期」(R10)に分け、選手の発掘・強化や団体競技支援など

大会準備を推進していく。 

 (3) 取り組むべき施策を 6つの柱に類型化し、毎年取組状況を検証する。 

３ 6つの柱の取組の状況の検証 

  令和５年度の振り返り（詳細は別添のとおり）と令和６年度以降に向けた取組方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７    



第１章 基本的な考え方 

状況の変化として「コロナ禍による影響」「県組織におけるスポーツ行政の一元化」 

第２章 長野県の障がい者スポーツの現状と課題の整理について 

１ 現状  

項  目 現 状 コロナ禍前 

サンアップル利用者 79,392人(R4) 127,158人(H30) 

県障がい者スポーツ大会参加者 575人(R5) 1,193人(R元) 

全国障害者スポーツ大会メダル獲得数  27位/47位(R5) 23位/47位(H30） 

２ 課題  

・スポーツから離れた障がい者を再び取り戻し、大会に向け効率よく準備を進める 

・大会に向けての指標を新たに設定 

☆個人競技   自己記録の更新                    ⇒ 参加選手の半分 

☆団体競技   2027年宮崎大会の地区ブロックを突破 ⇒ ６チーム/12チーム 

障がい者スポーツ普及拡大への指標もさらに追加 

第３章 障がい者スポーツの振興に向けた行動推進計画 

「施策の取組」に下記の観点を入れて見直す 

○スポーツ行政の一元化により、期待される一般競技団体との連携や支援強化 

○コロナ禍に起因するスポーツ離れに対応するため、特に注力が必要な事項 

 [地域でのスポーツする機会の拡大] [パラスポーツ指導員等の養成及び活動の活性化] 

○障がい者スポーツの裾野拡大や普及促進への施策の充実 

第４章 計画の着実な推進 

スポーツ行政一元化の今後の方向性 

○一般スポーツ団体等と連携した競技力向上 

○市町村・サンアップル等と連携協力した障がい者スポーツの裾野拡大 

４ 行動推進計画の見直し 

 (1) 計画策定した当初とは異なる状況の変化 

➢ コロナ禍に起因する障がい者スポーツ人口の伸び悩み 

コロナ禍の影響により、令和２～４年度には多くの大会や体験会が中止になるなど、スポーツを

する機会が減少し、障がい者スポーツが停滞している。 

➢ 県組織における障がい者スポーツのスポーツ部局への一元化 

令和６年４月、スポーツ行政の所管を教育委員会から知事部局に移管するとともに、一般スポー

ツと障がい者スポーツの組織を一元化する。 

(2)見直しに対する考え方 

   現在、この計画に基づき全障スポに向けた準備を進めているため、上記(1)の状況の変化により必

要な箇所を見直す。 

 (3)見直し（追記）事項 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)スケジュール 

  令和６年１月上旬～ 障がい者スポーツ部会専門部会で作成に関わった委員への意見照会 

  令和６年２月～   県障がい者施策推進協議会で審議 

  令和６年３月下旬  県公式ＨＰで公表 


